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○藤丸委員長 次に、山井和則君。 

○山井委員 それでは、二十五分間、質問をさせていただきます。 

 最初にちょっとお断りをせねばならないのは、この二十五分間は、昨日、上野筆頭理事に手渡しました立憲民

主党の修正案の骨子、今日の配付資料にも入れさせていただいております。今日の配付資料の四ページに入って

おります。現役世代の厚生年金などの全ての方々の底上げの修正案の骨子、これについて質問をさせていただき

ます。 

 言いづらいですけれども、政府案に入っていないので、政府案に入っていないものを厚生労働大臣に詳細に答

弁というのも酷なんですけれども、ただ、とはいえ、これは元々、年金審議会が審議していた厚生年金と基礎年金

のマクロ経済スライドの調整期間の一致でありますので、今回、自民党の上野筆頭理事や長坂厚労部会長にも了

解を得まして、与野党一致した要望として試算をお願いをしておりますので、そういう与野党合意して出してい

ただいた数値の範囲内で質問をさせていただきたいと思いますし、そういう意味では、ちょっと単発に数字とか

そういうものを聞く場合もありますので、間局長も御答弁いただければと思います。 

 最初に申し上げますが、一昨日のこの統計を見て、私もびっくりしたんです。びっくりしました。おとつい初め

て見ましたからね。これは、自民党と立憲民主党が共同して要望した結果出てきたので、もちろん自民党の人も

初めて御覧になったと思います。 

 何でびっくりしたかというと、この配付資料の正面にありますように、モデル世帯、モデル年金ですけれども、

じゃ、今回の現役世代の年金底上げ、厚生年金などの底上げをしたら、何歳の人がモデル年金だったら年金は増

えるのか、一番知りたいことですよね。ここにありますように、男性は六十二歳以下、女性は六十六歳以下だった

ら、モデル年金の方は年金が増えるわけです。 

 何が言いたいかといったら、就職氷河期世代の人を救うとか就職氷河期以降と言っているけれども、全然違う

んですよ。そういう意味で、かつ、これが、低年金の方はこれより上でも年金は増えるし、高年金の方はこれより

下でも年金が減っちゃう、こういう構造になるわけです。 

 それで、もう一つ私がびっくりしましたのは、分かりやすい女性の例で言いましょうかね。女性の方の例です

ね、配付資料でいきますと、女性の方は三ページですけれども。失礼ながら、昨日もれいわの八幡さんが、低年金

で、就職氷河期世代より若い議員も大変だ、低年金で大変だとおっしゃっていましたけれども、例えば三十代の

方は、これを見てもらったら分かりますけれども、今回、特に低年金で国民年金の方とかは、何と生涯で四百一万

円増えるんですよね。重要なのは、高年金の人が四百一万円増えるんじゃないですよ。低年金の人が四百一万円

生涯で増えるということは、人生変わるんじゃないかと思うんです。 

 最初に言いたいんですけれども、今回の、これから二週間の与野党の修正協議が実現するか実現しないかで、

確実に多くの方の人生は変わります。生活保護になるかどうかも変わります。そういう意味では、こう言ったら

なんですけれども、今日の私のこの質問も、厚生省を追及するとかそういう次元じゃなくて、与野党全党の皆さ

んに是非この修正案に御賛同いただきたいということで質問をしたいんです。 

 ただ、今日の新聞を見たら、なかなか厳しいんですよ。今朝の新聞を見たら、やはり、昨日渡した私たちの修正

骨子に対して、野党案をのむことなんかできない、一旦除いたあんこを、野党に言われたからといって、そんなも

の、あんこを戻せないという声とか、やはり小幅の修正しか無理じゃないか、時間もないからとか。そういう意味

では、私も、来週までに修正合意できるかどうかというのは、まだ実務者協議も始まっていませんので、一週間し

かないから五分五分ぐらいかと思うんですね。 

 でも、申し上げておきますけれども、調整期間の一致、いわゆるあんこと言われている調整期間の一致をする

ことによって現役世代の年金を引き上げるというのは、田村憲久先生の元々の案ですからね。これは田村法案で

すよ、本籍地は。私が言うのも変ですけれども、本籍地は。だから、あんこを元々作ったのは田村さんですから

ね。何が言いたいかというと、これは立憲がどうとかそういうのじゃないんですよ。党派じゃないということを

私は言いたいわけですよ。 



 かつ、新聞のコメントを見ますと、日経新聞ですけれども、基礎年金の底上げが必要との認識は、政府の当初案

に否定的だった自民党議員も共有していると今日の日経新聞。河野太郎氏らは野党も巻き込んでやるべきだと主

張していた、立民の提案で底上げ策を復活させる形なら、自民党が受け入れる可能性はあると日経新聞は書いて

くださっているわけです。 

 だから、本当に河野太郎先生もおっしゃるように、河野先生も、こういう年金というのは余り、与党が決めて野

党が賛成とか反対じゃなくて、与野党で巻き込んでやるべきだという意味では、いい意味でいえば、僭越ながら、

今回、田村法案を、野党が骨子を出させていただいたとはいえ、趣旨は、党派を超えて与野党協力してやろうじゃ

ないかということなんですね。 

 そこで、質問通告に従ってお伺いします。そうしたら、これ、固めていきますよ。 

 現在五十歳以下の現役世代や若者の中で、高所得者、高年金者以外、五十歳以下の人は平均余命まで大体二十

二年ですけれども、生きた場合、生涯年金が増えるというのは大体何％ぐらいで、おおよそ年収が幾ら以下の人

は、厚生年金を含めて生涯年金受給額が増えるんでしょうか。お答えください。 

    〔委員長退席、長坂委員長代理着席〕 

○間政府参考人 お答えいたします。 

 今回の法案で御指摘の底上げの措置を規定していないことから、その実施を前提とした具体的な金額などにつ

いてコメントすることは難しいことを御理解いただきたいと思います。 

 その上で、御指摘に対して直接的な試算ではございませんけれども、令和六年財政検証に基づいて、平均余命

まで受給するとして機械的に試算した結果によりますと、委員の配付してくださった資料の三ページにございま

すように、実質一％成長を見込んだ場合にはマイナスになる方はいませんが、実質ゼロ成長を見込んだ過去三十

年投影ケースでも、五十歳以下の方については、例えば厚生年金受給者の上位二〇％に当たります月二十万円を

受給されている方でも、年金受給総額はプラスになる結果となってございます。この上位二〇％に当たる方の年

収というのは、四十年間平均の年収で換算しますと七百八十万円程度の方であっても増額になる、こういう結果

を示したところでございます。 

○山井委員 四十年間、平均年収七百八十万というのはかなりの高額だと思いますけれども、ということは、現

在五十歳以下の現役や若者の中で、厚生年金加入者も含めて、高所得者、高年金者以外の多くは生涯年金が増え

るという理解でよろしいですか。 

○間政府参考人 基本的にそのように理解しております。 

○山井委員 ここ、重要ですよ。男性、女性とか関係なく、相当な超金持ち、高所得者以外は五十歳以下は増える

んです。 

 先ほど、階議員かな、厚生年金流用の批判があると言っているけれども、今、長妻さんも質問されたように、今

回私もびっくりしたのは、結局、今日の配付資料にもありますように、共同通信の調査によると、三十代の人の四

三％は底上げ反対と言っているんです、四十代、五十代の五四％は底上げ反対と言っているんです。一言で言う

と、この方々は、五十歳以下の高所得者以外は年金が増えますよという事実を知らないんですよね。（発言する者

あり）えっ、違う。知っていて反対しているということですかね。まあ、うなずいておられるんですけれども。確

かに、知っていて反対している人も多いかもしれないんですけれども。 

 というのは、このデータが出てきたのはおとついなんです。この世論調査はこのデータが出る前ですから、こ

のデータが出る前日と前々日にこの世論調査は行われているので。だから、私は何が言いたいかというと、この

調査で、高所得者以外は五十歳以下は全員増えますよということが世の中に広まって、来週末、世論調査が行わ

れたら、多分、五十歳以下の人の多くは年金が増えるんですから、先ほど八幡さんの例を出して申し訳ないけれ

ども、八幡さんの例なんか四百万増えるんですから、生涯で四百万、そういう意味では、多くの人が賛成してくだ

さるんじゃないかと思うんです。 

 ついては、三十八歳まで、どんどんどんどん、五十歳よりも年金は増えていくんですけれども、昨日、石破総理

も答弁されましたけれども、間局長、三十八歳以下であれば、何％の厚生年金受給者は生涯年金が増えますでし

ょうか。昨日、石破総理が答弁された、三十八歳以下、最終的にはというやつですね。三十八歳以下は、何％の人



が厚生年金が増えるでしょうか。 

○間政府参考人 お答えいたします。 

 先ほどと同様、令和六年財政検証で申し上げますが、実質ゼロ成長を見込んだ過去三十年投影ケースで申し上

げれば、プラスの効果が最大となるときに年金額が上昇する方は四十年間の平均収入が一千八十万円以下の方と

なって、それ以下の方は増額になるということでございまして、パーセンテージで申し上げますと、推計いたし

ますと九九・九％ということでございます。 

○山井委員 今聞いてくださいましたように、三十八歳以下の厚生年金の人は、九九・九％、四十年間平均で一千

万以下ですよ。ボーナスを入れずに稼いでいる人以外は、九九・九％、年金が増えるということなんです。 

 繰り返し言いますけれども、私もこれを知ったのは、昨日の石破総理の答弁でびっくりしたんですよ。本当に

びっくりした。 

 ですから、何を言いたいのかというと、私は、このあんこの部分が自民党の中で厚生年金の流用だということ

で削除されたのは、やむを得ないという部分があるんです。 

 何でかというと、実は、この修正案、あんこを入れるやつ、私、立憲民主党の厚労部会長で、ネクストキャビネ

ットでこの修正案をかけたんですよ、先週。どうなったと思いますか。反対論ばっかりだったんですよ。それで、

私、大変な目に遭ったわけですよ。どう言われたかというと、山井さん、これは選挙にマイナスになるからといっ

て自民党が削除したやつでしょう、山井さん、こんなあんこを入れたら立憲民主党が選挙に負けるんじゃないの

という批判が五人の議員から来たわけですよ。私は集中砲火に遭ったわけですよ、はっきり言いまして。それで、

そのとき私は反論して、この骨子案を通しましたよ。通したから出したわけですけれどもね。 

 ただ、言いたいのは、そのときに私もつらかったのは、このデータがなかったから。増えるんですよ、増えるん

ですよと言っても、もう山井の言うことは信用できないみたいな話でね。 

 でも、繰り返し言いますけれども、おとつい、自民党さんと立憲の要望に応じてこのデータが出た時点で、今後

は、厚生年金流用だとかという抽象論じゃなくて、例えば、失礼ながら、今目が合ったので、吉田真次議員も四十

歳ですよね。四十歳男性だったら、結局、全部分かるんですよ。四十歳、一九八五年生まれ、基礎年金だけの人は

一人で三百三十一万円増えるんですよ、吉田議員の同級生。一人でですからね。夫婦だったら六百六十二万円で

すよ、低年金の人が。 

 言っちゃなんですけれども、この事実を知った上で、私は年金が少ないけれども六百六十二万円なんて要りま

せんわというんだったら反対してもいいけれども、この事実を知ったら、普通、えっ、あと一週間で決まるの、何

党かはおいておいて、とにかくそれをやってよと。それで、じゃ、四十歳の高年金の人でも、一番年金が多い人で

も百七万円、夫婦だったら二百十四万円増えるわけなんですよ。 

 だから、是非、理念がどうとはもう言いませんから、皆さん、各党の方々、この資料を配って、自分は幾ら増え

るかというのをやってみていただきたいんですね。浅野議員も四十二歳ぐらいですよね。だから、浅野議員も、浅

野議員の同級生も、結局、今の、三百三十一万円増えるか、夫婦だったら六百六十二万円とかね。 

 改めて言いますけれども、この話、桁がでかいんですよ。夫婦で六百六十二万円違ったら人生設計が変わりま

すよ、はっきり言って。だから、私は先ほど、この修正合意がうまくいくかどうかというのは五分五分と言いまし

たけれども、これは何としても通さねばならないと思っていて、伏して各政党の方にお願いしたい。そして、さっ

きも言いましたけれども、特に低所得の人、八幡さんの例ばかり言ってもなんですけれども、就職氷河期世代と

いって、昨日も本会議で言っていた、特に低所得の方にとって、四百万円、老後、お金が入るかどうかというの

は、本当に人生が変わるんですよ。 

 そこで、福岡大臣にお伺いしたいんですけれども、おとつい、こういう具体的なデータ、これは今回の法案に入

っている厚生年金の適用拡大も織り込み済みですから、こういうデータが出てきた以上は、もっと言えば、これ

は増えるんじゃないんですよ、放っておいたらこれだけ減るのを田村法案で歯止めをかけようということですか

ら。逆に言えば、このまま修正合意ができなかったら、このプラスが、恐ろしいことにマイナスになるということ

なんです、今から。 

 修正協議の話なので、福岡大臣、答弁しづらいと思いますが、やはりこういうデータが出てきた以上は、繰り返



し言いますよ、プラス、プラス、プラス、プラス、プラスじゃないですか。厚生年金の人はみんな増えるんです

よ、五十歳以下。五十代も、お金持ち以外は増えるんですよ。 

 それで、今日の新聞でも、厚生年金は一時的に下がると言っているけれども、一時的と言うけれども、現役は増

えますよ。一時的に下がっても、また後で年金は増えるわけですからね。 

 福岡大臣、修正協議のことで言いづらいですけれども、こういうデータを見れば、やはり与野党合意して、是

非、五月三十日にこの衆議院厚労委員会で可決して、本会議に入れて、そうしたら、私たち、修正合意できたら、

責任を持って参議院も円満に、参議院はもめないように責任を持ってやりますので、厚労大臣としても、こうい

う底上げ案、できた方がいいと思われませんでしょうか。 

○福岡国務大臣 済みません、与野党の協議の内容について私から言及することは、恐縮ですが、控えさせてい

ただきたいと思いますが、今おっしゃられましたように、こういった議論を通じまして、将来の年金の姿をイメ

ージしていただくということは大変重要なことだというふうに思っております。私どもも、そういった議論に資

するように、誠実に対応させていただきたいと思います。 

    〔長坂委員長代理退席、委員長着席〕 

○山井委員 やはり、昨日、石破総理が答弁で、この基礎年金、厚生年金などの底上げは五年後に検討するという

答弁をされたんですけれども、私が皆さんに申し上げたいのは、五年後に判断を先送りするのであれば、この衆

議院厚生労働委員会は要らないんですよ。やはり政治家というのは判断するのが仕事ですから、言っちゃ悪いけ

れども、今日、今年決めるのをやめましょう、五年後に任せましょうというんだったら、私は、大げさに言った

ら、厚生労働委員会はやめたらいいと思いますよ、はっきり言って。政治家は要らないじゃないですか、はっきり

言って。テレビ討論だけやっていたらいいじゃないですか。検討しましょう、検討しましょう、いい点、悪い点

と。 

 なぜ私たちが議員をやっているかといったら、賛否両論あるけれども、決断、決めるから僕らは政治家をさせ

ていただいているわけですから、メリット、デメリットがあったとしても、やはりこれは決めないと駄目ですし、

あえて言うならば、最終的にこの底上げを決めるかどうかは、最終判断は五年後ですから。 

 ただ、何が言いたいかというと、間局長、今回の修正案というのは、入っていないより入っている方が、解釈と

して、答えにくいかもしれないけれども、五年後にはこの底上げ案を、最終的に決めるのは五年後ですよ。でも、

入っていないより、この修正案が入った方が、現役世代の年金底上げをやる可能性は高まるという理解でよろし

いですか。 

○間政府参考人 公務員には大変お答えしづらい御質問ですけれども、私どもは何を検討するに当たっても、や

はり国会で示された御意思というものを踏まえて検討するということでございますので、そこに何が書かれてい

るかということは大変重要なことだというふうに思っております。 

○山井委員 ちょっと答えにくい質問かもしれないけれども、つまり、今、重要なのは、底上げを削除したという

意思が示されているんですよ。このまま五年後に行っても、五年前に削除されたものをひっくり返すのは並大抵

のことじゃないし、はっきり言って無理だと思います。でも、もし、今後一週間で修正合意ができて、抜かれてい

るあんこをもう一回入れる、底上げをやるという意思をこの衆議院厚生労働委員会で示したならば、五年後も、

やる方向で検討になるわけですよ。 

 言っちゃ悪いですけれども、この修正合意が決裂したら、多分、もう法案は通らないですよね。そうなると、じ

ゃ、参議院選挙で決めましょうということになるんだけれども、大変ですよ、参議院選挙で争点になったら。五十

歳以下の人は全部年金が増えるんですから、その案が国会で潰されましたということでいったら、二十代、三十

代、四十代、五十代の人はみんな野党の方がいいということになっちゃうんだけれども、私が言いたいのは、それ

をやっちゃうと駄目なんですよ。やはり、年金でそういうことを一回やっちゃうと、五年、十年、再協議を与野党

でできなくなっちゃうんですよ。 

 だから、私が言いたいのは、今言ったようなことじゃなくて、やはり選挙は無関係においておいて、何とかこれ

から十日以内に合意せねばと思うんです。特に、先ほども言いましたように、河野太郎さんも、野党も巻き込んで

やるべきだと主張していた。立民の提案で底上げ策を復活させる形で、自民が受け入れる可能性はあるというこ



とをおっしゃっております。 

 特に、間局長にお聞きしたいんですけれども、これは結局、男性より女性の方が長生きするから、底上げ効果が

大きいという理解でよろしいですか。 

○間政府参考人 お答えします。 

 御指摘のとおりでございますので。一般に、女性の方が平均余命が長く、五年程度長く御存命でいらっしゃい

ますので、女性の方が男性よりも受給期間が長いと見込まれるために、基礎年金水準の上昇の効果は大きくなり、

年金受給総額の増加も大きくなるというふうに考えられます。 

○山井委員 だから、特徴は、男性より女性の方が年金は増えるんです。高齢者より若者の方が年金は増えるん

です。正社員よりも非正規の人の方が年金は増えるんです。そういう意味では、本当にこれは弱い人に温かい改

革だと思っております。 

 かつ、財源を言いますと、もちろん財源は必要ですけれども、この十四ページを見てもらったら、間局長にお伺

いしますが、結局、例えば二〇五二年では国庫負担が十三・四兆円。二〇二五年は幾らですか。二〇五二年が今か

ら二十七年後、国庫負担、基礎年金のあれは十三・四兆円ですけれども、二〇二五年度、今年は幾らですか。 

○間政府参考人 二〇二五年度予算で申し上げますと、十三・四兆円でございます。 

○山井委員 今、聞かれましたか。今後財源が大変だ、大変だと言うけれども、今、十三・四兆、国庫負担に使っ

ているんですよ。だから、大変だと言うけれども、今の若い世代が高齢になったときにも、今と同じ国庫負担を使

いましょうというだけの話なんですね、ある意味で考えたら、審議というよりは。 

 だから、そういう意味でも、もう時間が来ましたので終わらせていただきますけれども、是非とも、与野党を超

えて、これはやはり何としても修正合意をさせていただきたいと思っておりますので。 

 是非とも、この厚生労働委員会で、五月三十日、円満に、田村さんが作ったあんこが入った状況で通して、それ

で、現役世代や若者の人たちが、年金なんか不信で政治家なんか信用しないと言っていたけれども、あっ、現役や

若者の年金、何か増える方向になったみたいだなと喜んでもらえるような、そういうすばらしい、衆議院厚生労

働委員会に藤丸委員長のリーダーシップでまとめていただきたいと思います。 

 ありがとうございました。 


